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い
ま
日
本
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
。
と
言
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の

際
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た

の
で
説
得
力
に
乏
し
い
が
、
変
化
点
が

到
来
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

国
内
外
で
政
治
に
大
き
な
動
き
が
あ

り
、
状
況
の
流
動
性
は
増
し
た
。
ど
う

動
い
て
い
く
か
は
未
知
数
と
は
言
え
、
も
の
が

動
く
と
ビ
ジ
ネ
ス
も
動
く
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

が
生
ま
れ
る
隙
も
出
て
く
る
。
膠
着
状
態
よ
り

よ
っ
ぽ
ど
良
い
▼
Ｆ
Ａ
業
界
も
２
Ｑ
が
終
わ

り
、
大
き
な
組
織
変
更
な
ど
、
刺
激
的
な
ニ
ュ

ー
ス
が
多
い
。
今
週
取
り
上
げ
た
だ
け
で
も
、

三
菱
電
機
は
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
デ
ジ
タ
ル
関

連
の
子
会
社
を
統
合
、
東
芝
も
東
芝
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
ズ
を
統
合
、
さ
ら
に
子
会
社
の
統
合

も
検
討
中
、
富
士
電
機
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
富
士
古
河
Ｅ
＆
Ｃ
を
子
会
社
化
な
ど
が
あ
っ

た
。
ま
た
船
井
電
機
の
破
産
や
日
産
の
大
規
模

な
人
員
削
減
な
ど
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ

た
。
大
手
企
業
の
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
関
し

て
言
え
ば
、
分
散
し
て
い
た
リ
ソ
ー
ス
の
集
中

や
、
デ
ジ
タ
ル
な
ど
新
分
野
へ
の
注
力
、
ま
た

は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
強
化
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
付
加
価
値
向
上
と
い
っ
た
狙
い
が
透
け
て
見

え
、
新
し
い
時
代
に
適
応
し
よ
う
と
の
意
思
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
時
代
や
状
況
に
応
じ
て
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
は
、
無
為
無
策
の
惰
性
で
過

ご
す
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
▼
と

は
言
え
、
こ
う
し
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
そ
こ
で

働
く
社
員
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
顧
客
に
対
し

変
化
を
強
い
る
。
変
化
は
痛
み
を
伴
い
、
不
安

感
が
増
し
、
変
わ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
人
も
い

る
。
そ
れ
は
当
た
り
前
の
話
だ
。
し
か
し
今
の

日
本
の
経
済
状
況
は
、
長
年
続
く
老
舗
企
業
だ

っ
て
パ
タ
っ
と
倒
れ
た
り
、
大
手
企
業
だ
っ
て

Ｍ
＆
Ａ
で
買
わ
れ
る
時
代
。
隙
を
見
せ
た
ら
や

ら
れ
る
厳
し
い
生
存
競
争
に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
企
業
は
変
化
す
る
こ
と
を
生
き
残
り
戦
略
の

柱
と
し
て
い
る
。
働
く
側
の
立
場
か
ら
す
る

と
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
、
安
定
や
安
全
地
帯
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に

対
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
向
き
合
っ
て
変
化
の

世
界
で
戦
う
か
、
変
わ
ら
な
い
選
択
肢
を
主
張

す
る
か
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
目
を
背
け
て
泣
き
わ
め

く
か
。
ど
れ
が
正
し
い
選
択
肢
か
は
分
か
ら
な

い
。
し
か
し
私
た
ち
の
覚
悟
が
試
さ
れ
て
い
る

の
は
確
か
だ
。

変わる市場と変わる会社、働く人はどうする？　覚悟を決めろ

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
８
５
号
は
11

月
26
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

25
年
３
月
期
上
期
決
算

オ
ム
ロ
ン

需
要
停
滞
に
よ
り
低
調

ア
ズ
ビ
ル

全
事
業
で
目
標
上
回
る

横
河
電
機

制
御
セ
グ
メ
ン
ト
大
口
獲
得

　
横
河
電
機
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

同
期
比
４
・
７
％
増
の
２
６

６
５
億
８
０
０
０
万
円
、
営

業
利
益
は
７
・
７
％
増
の
３

６
３
億
１
４
０
０
万
円
、
純

利
益
は
29
・
９
％
減
の
２
４

５
億
７
３
０
０
万
円
の
増
収

減
益
と
な
っ
た
。
受
注
高
は

９
・
３
％
増
の
２
９
１
０
億

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
制

御
事
業
は
、
受
注
が
１
０
６

億
円
増
加
の
４
・
２
％
増
、

売
上
高
も
50
億
円
増
加
の
２

・
１
％
の
増
加
。
測
定
器
事

業
は
、
受
注
が
26
億
円
増
加

の
14
・
７
％
増
、
売
上
高
は

19
億
円
減
少
の
15
・
８
％
減

と
な
っ
た
。

　
制
御
セ
グ
メ
ン
ト
の
地
域

別
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
東

と
ア
フ
リ
カ
が
好
調
を
維
持

す
る
一
方
、
中
国
が
景
気
減

速
の
影
響
で
低
調
、
北
米
も

本
年
度
に
な
っ
て
停
滞
し
て

い
る
。
サ
ブ
セ
グ
メ
ン
ト
別

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
＆
サ
ス

　
通
期
業
績
見
通
し
は
、
受

注
高
を
１
０
０
億
円
増
に
上

方
修
正
し
た
が
、
そ
れ
以
外

の
変
更
は
な
く
、
売
上
高
５

６
３
０
億
円
（
４
・
２
％

増
）
、
営
業
利
益
は
７
５
０

億
円
（
４
・
８
％
減
）
、
純

利
益
は
４
９
０
億
円
（
20
・

６
％
減
）
と
し
た
。

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
が
２
１

３
億
円
増
加
、11・
２
％
増
で

拡
大
し
、
小
口
案
件
で
も
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
。
マ
テ

リ
ア
ル
事
業
は
５
億
円
増

加
、３
・
３
％
減
。中
国
経
済

減
速
の
影
響
を
受
け
た
が
、

国
内
で
の
高
機
能
化
学
の
投

資
継
続
、
中
東
の
肥
料
プ
ラ

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

同
期
比
５
・
６
％
増
の
１
３

９
２
億
５
２
０
０
万
円
、
営

業
利
益
は
12
・
８
％
増
の
１

４
６
億
４
０
０
０
万
円
、
純

利
益
は
８
・
３
％
減
の
１
０

９
億
４
４
０
０
万
円
の
増
収

減
益
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
Ｂ

Ａ
、
Ａ
Ａ
、
Ｌ
Ａ
の
３
事
業

で
目
標
を
達
成
。
Ｂ
Ａ
事
業

は
売
上
高
６
２
５
億
円
（
11

・
６
％
増
）
、
セ
グ
メ
ン
ト

利
益
は
61
億
円
（
63
・
４
％

増
）
。
大
型
の
複
数
年
サ
ー

ビ
ス
契
約
の
更
改
に
加
え
、

既
設
建
物
向
け
分
野
が
増
加

し
た
。
Ａ
Ａ
事
業
は
、
売
上

高
５
１
６
億
円
（
０
・
５
％

減
）
、
セ
グ
メ
ン
ト
利
益
78

億
円
（
７
・
５
％
減
）
。
Ｆ

Ａ
市
場
の
需
要
低
迷
が
継
続

し
た
が
、
部
材
調
達
難
の
解

消
に
よ
る
納
期
改
善
に
よ
っ

て
受
注
か
ら
売
り
上
げ
ま
で

の
期
間
の
短
縮
や
、
Ｐ
Ａ
市

場
の
堅
調
さ
の
維
持
に
よ
り

計
画
は
達
成
し
た
。
Ｌ
Ａ
事

向
け
現
場
機
器
の
販
売
が
堅

調
だ
っ
た
。

　
通
期
業
績
予
想
は
、
Ｂ
Ａ

事
業
が
好
調
な
こ
と
か
ら
上

方
修
正
し
、
売
上
高
は
３
・

５
％
増
の
３
０
１
０
億
円
、

営
業
利
益
は
９
・
１
％
増
の

４
０
２
億
円
、
純
利
益
は
25

・
８
％
増
の
３
８
０
億
円
。

販
に
よ
る
Ｇ
Ｘ
推
進
、
革
新

的
技
術
を
持
つ
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
と
の
協
業
に
よ
る
ロ
ボ

ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
画
像
処
理
な
ど
新

商
材
の
提
案
強
化
、
ア
ジ

ア
、
イ
ン
ド
等
へ
の
生
産
移

管
を
行
う
顧
客
へ
の
支
援
体

制
の
た
め
の
海
外
ス
マ
ー
ト

営
業
所
の
拡
大
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
通
期
見
通
し
の
修
正
は
な

く
、
売
上
高
は
１
５
５
０
億

７
０
０
０
万
円
（
６
・
７
％

減
）
、
営
業
利
益
は
30
億
８

０
０
０
万
円
（
50
・
４
％

減
）
、
純
利
益
は
24
億
１
０

０
０
万
円
（
51
・
９
％
減
）

と
し
て
い
る
。

サ
ン
ワ

テ
ク
ノ
ス

減
収
減
益
も
計
画
比
超

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
、
２

０
２
５
年
３
月
期
の
第
２
四

半
期
決
算
を
発
表
し
、
売
上

高
は
前
年
同
期
比
21
・
９
％

減
の
６
９
４
億
２
６
０
０
万

円
、
営
業
利
益
は
16
億
５
０

０
０
万
円
（
52
・
１
％
減
）、

純
利
益
は
12
億
７
１
０
０
万

円
（
58
・
７
％
減
）
と
な
っ

た
。
市
況
低
迷
に
よ
る
設
備

投
資
の
減
少
等
に
よ
り
減
収

減
益
と
な
っ
た
が
、
計
画
比

で
は
予
想
数
値
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。

　
国
内
は
、
売
上
高
５
０
０

億
７
９
０
０
万
円
（
17
・
３

％
減
）
、
営
業
利
益
は
10
億

２
９
０
０
万
円
（
50
・
７
％

減
）
。
自
動
車
関
連
の
Ｅ
Ｖ

業
界
向
け
制
御
盤
と
電
子
部

品
の
販
売
は
増
加
し
た
が
、

Ｆ
Ａ
業
界
向
け
の
制
御
機

器
、
電
子
部
品
等
は
減
少
。

ア
ジ
ア
は
、
売
上
高
２
３
２

億
５
１
０
０
万
円
（
31
・
９

％
減
）、営
業
利
益
５
億
９
０

０
万
円
（
61
・
０
％
減
）
、

欧
米
は
、
売
上
高
33
億
４
９

０
０
万
円
（
０
・
３
％
増
）、

営
業
利
益
５
４
０
０
万
円

（
59
・
５
％
減
）と
な
っ
た
。

　
ま
た
収
益
性
の
向
上
に
向

け
、
環
境
配
慮
型
製
品
の
拡

市
況
回
復
傾
向
が
鮮
明
に

５
大
品
目 

前
期
比
100
％
超

NECA、2024年度第2四半期 出荷統計

　
総
額
１
５
２
０
億
円
の
う

ち
、
国
内
向
け
は
９
０
２
億

８
０
０
０
万
円
。
前
年
同
期

比
16
・
９
％
減
、
前
期
比
で

は
７
・
７
％
増
と
な
っ
た
。

輸
出
は
６
１
７
億
２
０
０
０

万
円
で
、
前
年
同
期
比
９
％

減
、
前
期
比
６
・
３
％
増
。

輸
出
比
率
は
40
・
６
％
と
な

っ
た
。

　
仕
向
け
地
別
で
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
が
３
８
６
億
２
０

０
０
万
円
で
、
前
年
同
期
比

４
・
１
％
減
、
前
期
比
10
・

８
％
と
大
幅
に
増
加
。
う
ち

中
国
は
１
３
９
億
３
１
０
０

万
円
で
、
前
年
比
同
期
比
16

・
０
％
増
、
前
期
比
６
・
７

％
増
と
底
を
打
っ
た
印
象

だ
。
北
米
は
１
０
７
億
６
１

０
０
万
円
で
、
前
年
同
期
比

２
・
９
％
減
、
前
期
比
６
・

５
％
増
。
欧
州
は
１
１
１
億

１
１
０
０
万
円
で
、
前
年
同

期
比
26
・
４
％
減
、
前
期
比

で
も
６
・
７
％
減
と
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
品
目
別
で
は
、
前
期
比
で

は
５
大
品
目
全
て
で
１
０
０

％
を
超
え
、
操
作
用
ス
イ
ッ

チ
、
検
出
用
ス
イ
ッ
チ
、
制

御
用
リ
レ
ー
は
２
期
連
続
、

Ｐ
Ｌ
Ｃ
・
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
機

器
は
６
期
ぶ
り
、
制
御
用
専

用
機
器
は
３
期
ぶ
り
の
１
０

０
％
超
え
と
な
っ
た
。

　
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
は
85
億

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
（
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業
会
）
は
、
２
０
２
４
年
度
第
２

四
半
期
の
出
荷
統
計
を
ま
と
め
、
出
荷
総
額
は
前
年
同
期
比
13
・
９
％
減

の
１
５
２
０
億
円
と
な
っ
た
。
一
方
で
前
期
比
で
は
１
０
１
・
４
億
円
増

加
の
７
・
２
％
増
と
な
り
、
２
期
連
続
で
１
０
０
％
を
超
え
た
。
ま
た
操

作
用
ス
イ
ッ
チ
、
検
出
用
ス
イ
ッ
チ
、
制
御
用
リ
レ
ー
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
・
Ｆ
Ａ

シ
ス
テ
ム
機
器
、
制
御
用
専
用
機
器
の
５
大
品
目
全
て
で
前
期
比
１
０
０

％
を
超
え
、
市
況
の
回
復
傾
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

業
は
、
売
上
高
２
４
８
億
円

（
18
・
５
％
増
）
、
セ
グ
メ

ン
ト
利
益
２
５
９
億
円
（
３

・
８
％
増
）
。
大
型
案
件
の

あ
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
野
が

大
き
く
貢
献
し
た
。

　
エ
リ
ア
別
で
は
、
海
外
売

上
高
は
３
４
８
億
円
と
な

り
、
海
外
売
上
高
比
率
は
25

・
１
％
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ａ
事

業
が
ア
ジ
ア
・
中
国
で
大
き

く
伸
び
、
Ａ
Ａ
事
業
は
Ｆ
Ａ

市
場
の
市
況
低
迷
し
た
が
、

ア
ジ
ア
・
中
国
で
プ
ラ
ン
ト

ン
と
、
イ
ン
ド
の
化
学
プ
ラ

ン
ト
な
ど
大
口
受
注
の
獲
得

が
進
ん
で
い
る
。
ラ
イ
フ
事

業
は
、２
億
円
減
、３
・
５
％

減
少
。
国
内
は
食
品
と
医
薬

品
向
け
で
伸
長
し
た
が
、
欧

州
や
中
国
の
減
少
分
の
カ
バ

ー
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

同
期
比
６
・
５
％
減
の
３
７

４
６
億
３
８
０
０
万
円
、
営

業
利
益
は
６
・
９
％
減
の
１

９
２
億
２
６
０
０
万
円
、
純

損
失
33
億
１
８
０
０
万
円
の

減
収
減
益
と
な
っ
た
。

　
上
期
は
、
前
年
度
か
ら
残

る
高
い
受
注
残
の
影
響
や
設

備
投
資
需
要
の
停
滞
に
よ
り

低
調
に
推
移
。
構
造
改
革
は

計
画
通
り
進
み
、
売
り
上
げ

総
利
益
率
の
大
幅
な
改
善
や

固
定
費
施
策
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
社
内
計
画
は
上
回

り
、
制
御
機
器
事
業
の
早
急

立
て
直
し
を
中
心
に
収
益
基

盤
の
再
構
築
に
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
と
し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
制

御
機
器
事
業
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
）
の

売
上
高
は
17
・
１
％
減
の
１

７
４
５
億
円
、
営
業
利
益
は

０
・
４
％
減
の
１
７
４
億
円

と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
各

事
業
の
売
上
高
は
ヘ
ル
ス
ケ

ア
事
業
は
７
２
５
億
円
（
２

・
０
％
減
）
、
社
会
シ
ス
テ

ム
事
業
は
５
６
９
億
円
（
７

・
０
％
増
）
、
電
子
部
品
事

業
は
６
１
２
億
円
（
16
・
５

％
減
）
と
な
っ
た
。

　
通
期
見
通
し
は
、
売
上
高

を
下
方
修
正
、
純
利
益
を
上

方
修
正
し
、
売
上
高
は
８
０

５
０
億
円
（
１
・
７
％
減
）、

営
業
利
益
は
５
２
０
億
円

（
51
・
４
％
増
）
、
純
利
益

は
１
１
０
億
円
（
35
・
７
％

増
）
と
し
た
。

　
う
ち
制
御
機
器
事
業
は
売

上
高
３
５
８
０
億
円
（
９
・

０
％
減
）
、
営
業
利
益
３
６

０
億
円（
67
・
８
％
増
）に
上

方
修
正
。
事
業
環
境
は
受
注

残
の
影
響
と
中
国
と
欧
州
の

市
況
低
迷
に
よ
り
売
り
上
げ

減
と
す
る
が
、
人
数
最
適
化

や
高
付
加
価
値
商
品
群
の
核

台
、
生
産
稼
働
率
の
改
善
等

で
増
益
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
を
推
進
へ

来
年
４
月
新
会
社
設
立

三
菱
電
機

　
三
菱
電
機
は
、
「
循
環
型

デ
ジ
タ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
企
業
」
へ
の
変
革
を
さ

ら
に
加
速
す
る
た
め
、
同
社

グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

企
画
・
推
進
部
門
を
分
社
化

し
、
さ
ら
に
情
報
シ
ス
テ
ム

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
子
会
社

で
あ
る
三
菱
電
機
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
、

三
菱
電
機
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
菱

電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
と
統
合
し
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ

戦
略
を
推
進
す
る
新
会
社
を

２
０
２
５
年
４
月
１
日
付
で

設
立
す
る
。

　
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
リ
ソ
ー
ス
を

結
集
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
人
財
獲
得
と

成
長
投
資
に
よ
る
技
術
力
の

強
化
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
り
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
施

策
、
Ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｅ

（
セ
レ
ン
デ
ィ
）
関
連
事
業

へ
の
対
応
力
を
強
し
、
情
報

シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
持
続
的
成
長
を
目
指
す
。

東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ

来
年
４
月
に
統
合東芝

　
東
芝
は
、
２
０
２
５
年
４

月
１
日
付
で
社
会
イ
ン
フ
ラ

事
業
を
担
う
東
芝
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
ズ
（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

を
統
合
す
る
。
東
芝
を
存
続

会
社
、
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
を
消
滅
会

社
と
す
る
吸
収
合
併
で
実
施

す
る
。

　
５
月
に
公
表
し
て
い
た
中

期
経
営
計
画
「
東
芝
再
興
計

画
」
で
、
主
要
事
業
を
担
う

グ
ル
ー
プ
子
会
社
４
社
を
廃

止
し
て
統
合
す
る
方
針
を
示

し
て
お
り
、
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
の
統
合
は
そ
の
一
環
。
Ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
年
間
売
上
高
は
、

２
０
２
３
年
度
は
３
８
３
２

億
円
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
以
外
の
東
芝
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
、
東

芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
レ
ー

ジ
、
東
芝
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
も
今
後
統
合
を

検
討
し
て
い
く
。

　
「
第
９
回
向
殿
安
全
賞
」
の
表

彰
式
が
11
月
14
日
に
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
大
阪
で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
団

体
（
企
業
）
の
部
で
３
、
個
人
の

部
で
５
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

【
団
体
（
企
業
の
部
】

　
▽
功
績
賞
＝
北
陽
電
機
：
受
賞

表
題
「
セ
ー
フ
ィ
テ
レ
ー
ザ
ス
キ

ャ
ナ
の
開
発
お
よ
び
普
及
」

　
▽
功
績
賞
＝
三
菱
電
機
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
：
受
賞
表
題
「
Ｓ
Ａ

資
格
制
度
を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
タ
ー
育
成

の
実
施
」

　
▽
特
別
功
績
賞
＝
国
際
労
働
衛

生
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｈ
）
：
受
賞

表
題
「
世
界
的
な
労
働
安
全
衛
生

分
野
に
お
け
る
貢
献
」

【
個
人
の
部
】

　
▽
功
労
賞
＝
小
澤
守
関
西
大
学

名
誉
教
授
：
受
賞
表
題
「
機
械
安

全
お
よ
び
社
会
安
全
へ
の
貢
献
」

　
▽
功
績
賞
＝
落
合
一
幸
落
合
労

働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所

代
表
：
受
賞
表
題
「
電
気
関
係
事

業
に
お
け
る
労
働
安
全
へ
の
貢

献
」

　
▽
功
労
賞
＝
ジ
ョ
ア
キ
ン
ピ
ン

ダ
ド
ヌ
ネ
ス
国
際
労
働
機
関（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）・
労
働
安
全
衛
生
部
門
の
責

任
者
：
受
賞
表
題「
世
界
の
労
働
安

全
衛
生
へ
の
貢
献
お
よ
び
若
者
に

対
す
る
働
く
環
境
の
向
上
へ
の
貢

献
」

　
▽
功
労
賞
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
労

働
衛
生
研
究
所
ト
ン
ミ
ア
ラ
ン
コ

氏
：
受
賞
表
題
「
世
界
の
働
く
場

の
安
全
健
康
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

促
進
に
対
す
る
主
導
的
貢
献
」

　
▽
功
績
賞
＝
ア
ン
ド
レ
ー
サ
ヘ

ル
ナ
ン
デ
ス
　
シ
ー
メ
ン
ス
安
全

担
当
副
社
長
：
受
賞
表
題
「
全
世

界
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
で
革
新
的
な

安
全
文
化
構
築
に
貢
献
」

　
同
賞
は
セ
ー
フ
テ
ィ
グ
ロ
ー
バ

ル
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）

が
、
産
業
安
全
の
向
上
と
進
歩
・

普
及
な
ど
に
貢
献
し
た
個
人
ま
た

は
団
体
を
表
彰
し
て
い
る
。

　
日
東
工
業
と
マ
グ
ト
ロ
ニ

ク
ス
、
新
エ
フ
エ
イ
コ
ム

は
、
制
御
盤
業
界
の
変
革
を

目
指
す
パ
ー
ト
ナ
ー
会
と
し

て
「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
」
を
設
立
し
た
。

　
同
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
日

東
工
業
、
マ
グ
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
新
エ
フ
エ
イ
コ
ム
の
３

社
を
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て

主
動
的
役
割
を
果
た
し
、
サ

日
東
工
業
な
ど
３
社

業
界
の
変
革
目
指
す

「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」設
立

「
向
殿
安
全
賞
」表
彰
式

団
体
３
社
、個
人
５
人
に
授
与

ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
製

造
業
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
が
参
画
す
る
。
異
な
る
ス

キ
ル
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企

業
が
連
携
し
て
、
「
デ
ー
タ

活
用
」
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
」
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」

「
ク
ラ
ウ
ド
化
」
な
ど
の
要

素
を
取
り
入
れ
て
制
御
盤
Ｄ

Ｘ
の
推
進
を
目
指
す
。

０
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比
３
・
９
％
減
、
前
期
比
６

・
５
％
増
。
検
出
用
ス
イ
ッ

チ
は
２
５
１
億
７
８
０
０
万

円
で
、
前
年
度
比
０
・
５
％

増
、
前
期
比
４
・
３
％
増
、

制
御
用
リ
レ
ー
は
３
７
５
億

８
５
０
０
万
円
で
、
前
年
同

期
比
９
・
２
％
減
、
前
期
比

３
・
６
％
増
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
・
Ｆ

Ａ
シ
ス
テ
ム
機
器
は
４
７
３

億
４
４
０
０
万
円
で
、
前
年

同
期
比
29
・
９
％
減
、
前
期

比
８
・
０
％
増
、
制
御
用
専

用
機
器
は
３
３
３
億
８
９
０

０
万
円
で
、
前
年
同
期
比
０

・
６
％
減
、
前
期
比
12
・
８

％
増
と
な
っ
た
。

第
９
回
向
殿
安
全
賞
表
彰
者

制御盤ＤＸアライアンス構成イメージ

出荷総額の推移
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

業
界
初 

可
搬
重
量
１
㌧

Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ

組
み
付
け
作
業
に
最
適

安川電機 スカラロボット
　
安
川
電
機
は
、
１
㌧
の
可
搬
重
量
を
持
つ
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｍ
Ｅ
１
０
０
０
」
を
発
売
し
た
。
電
動
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の

床
面
に
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
大
容
量
バ
ッ
テ
リ
組
み
付
け
に
対

応
し
、
低
床
部
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
の
バ
ッ
テ
リ
は
年
々

大
容
量
化
し
、
重
量
も
５
０

０
㌔
㌘
超
と
増
加
傾
向
に
あ

る
。
Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ
は
車
体

床
面
に
搭
載
す
る
の
が
一
般

的
で
、
組
み
込
む
に
は
搬
送

・
位
置
決
め
す
る
ラ
イ
ン
構

成
が
必
要
に
な
る
。

　
同
製
品
は
、
こ
う
し
た
重

量
化
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の
車

体
床
面
へ
の
組
み
付
け
作
業

MOTOMAN-ME1000

Ｐ
Ｉ
︱
１
０
０
０

Ｍ
︱
１
０
０
０

Ｐ
Ｂ
Ｄ
Ｈ
０
４
０
０

シ
リ
ー
ズ

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
対
策
搭
載

コ
ン
テ
ッ
ク

組
み
込
み
用
Ｐ
Ｃ

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
特
化

サ
ー
バ
ー
給
電
用
バ
ス
ダ
ク
ト

ロ
ン
グ
リ
ー
チ
型
追
加

大
型
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト

ファナック

を
高
精
度
に
保
つ
こ
と
は
難

し
い
が
、
同
製
品
は
た
わ
み

に
よ
る
傾
斜
を
補
正
す
る
軸

を
付
加
し
、
組
み
付
け
や
移

載
時
に
並
行
度
を
確
保
し
て

組
み
付
け
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
組
み
付
け
や
搬

送
台
車
へ
の
移
載
、
ワ
ー
ク

の
多
段
積
み
時
に
必
要
な
上

下
軸
を
装
備
し
、
２
段
昇
降

式
と
す
る
こ
と
で
動
作
部
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
し
つ
つ
、
長

ス
ト
ロ
ー
ク
を
実
現
し
て
い

る
。

　
本
体
は
３
・
25
㌧
で
、
垂

直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
に
比
べ

て
軽
量
。
ス
カ
ラ
機
構
は
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
自
重
を
支

え
る
た
め
、
モ
ー
タ
で
保
持

す
る
必
要
が
な
く
、
垂
直
多

関
節
ロ
ボ
ッ
ト
に
比
べ
て
駆

動
に
お
け
る
消
費
電
力
を
低

減
。
旋
回
動
作
範
囲
も
必
要

最
小
限
と
す
る
こ
と
で
周
辺

設
備
と
の
干
渉
ス
ペ
ー
ス
確

保
の
削
減
も
で
き
、
設
置
ス

ペ
ー
ス
の
検
討
や
設
置
工
事

の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

液体中の摩耗粒測定
東陽テクニカ 油中粒子計測器

　
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
は
、
バ

ッ
テ
リ
レ
ス
で
運
用
可
能
な

Ｎ
Ｆ
Ｃ
に
対
応
し
た
薄
型
の

電
子
ペ
ー
パ
ー
３
機
種
「
Ｅ

Ｐ
Ｄ
―
３
０
２
」
、
「
Ｅ
Ｐ

Ｄ
―
３
０
３
」
、
「
Ｅ
Ｐ
Ｄ

―
３
０
４
」
を
発
売
し
た
＝

写
真
。

　
東
陽
テ
ク
ニ
カ
は
、
レ
ー

ザ
遮
光
法
に
よ
っ
て
液
体
中

の
粒
子
を
高
精
度
に
測
定
で

き
る
油
中
粒
子
計
測
器
「
Ｐ

Ｉ
―
１
０
０
０
」
を
発
売
し

た
。

　
車
両
や
発
電
機
、
工
作
機

械
や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

に
搭
載
さ
れ
る
エ
ン
ジ
ン
や

モ
ー
タ
、
駆
動
系
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
箇
所
に
摺
動
部
が
あ

り
、
稼
働
中
は
部
品
同
士
が

こ
す
れ
な
が
ら
滑
り
合
う
た

め
摩
耗
が
発
生
し
て
、
摩
耗

に
よ
る
細
か
な
粒
子
（
摩
耗

粉
）
が
潤
滑
油
中
に
混
じ

る
。
混
じ
っ
た
粒
子
の
大
き

さ
や
量
を
測
定
・
分
析
す
る

こ
と
で
機
械
や
部
品
の
劣
化

状
態
が
分
か
り
、
故
障
の
予

知
も
可
能
に
な
る
。

　
同
製
品
は
そ
れ
を
実
現
す

る
計
測
器
で
、
液
体
に
レ
ー

ザ
を
照
射
し
た
際
の
遮
光
に

よ
っ
て
粒
子
の
数
と
大
き
さ

を
計
測
し
、
振
動
や
熱
、
濁

り
な
ど
の
外
的
要
因
に
左
右

さ
れ
ず
に
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ
ル

の
粒
子
の
計
測
が
可
能
。
さ

ら
に
独
自
の
脱
泡
技
術
に
よ

っ
て
泡
に
よ
る
誤
検
知
を
防

止
し
、
制
御
部
に
は
ノ
イ
ズ

対
策
を
し
た
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
内
蔵

し
、
高
精
度
の
計
測
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ま
た
本
体
に
は
小
型
ポ
ン

プ
を
内
蔵
し
て
給
油
・
排
油

を
自
動
化
し
、
排
油
を
計
測

対
象
機
器
に
戻
し
て
再
利
用

も
で
き
る
の
で
、
人
が
補
給

す
る
必
要
も
な
く
、
無
人
で

の
計
測
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
洋
上
風
力
発
電
の
ギ
ア
ボ

ッ
ク
ス
の
遠
隔
状
態
監
視
と

適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
自

動
運
転
が
進
む
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
無
人
に
よ
る
自
動
の
状
態

監
視
な
ど
に
も
適
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
測
定
デ
ー
タ
の
分

析
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
、
分

析
結
果
か
ら
導
き
出
せ
る
対

応
の
提
案
な
ど
も
実
施
す

る
。

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
大
型
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ

―
１
０
０
０
」
に
つ
い
て
、

ロ
ン
グ
リ
ー
チ
タ
イ
プ
の

「
Ｍ
―
１
０
０
０
／
５
５
０

直
上
方
向
や
後
方
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
容
易
に
な
り
、
ロ
ボ

ッ
ト
旋
回
時
は
コ
ン
パ
ク
ト

に
旋
回
で
き
、
狭
い
場
所
に

も
設
置
可
能
と
な
り
、
柔
軟

な
設
備
の
構
築
に
貢
献
す

る
。

　
リ
ー
チ
は
、
既
存
の
Ｍ
―

１
０
０
０
／
１
０
０
０
Ｆ
―

33
Ａ
の
３
･
３
㍍
か
ら
４
･

６
㍍
リ
ー
チ
へ
と
４
割
の
長

腕
化
。
新
規
モ
ー
タ
を
基
本

軸
に
採
用
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
、
同
社
で
最
大
の
リ
ー
チ

を
持
つ
超
大
ロ
ボ
ッ
ト
Ｍ
―

２
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
と
ほ
ぼ

同
等
の
長
さ
な
が
ら
、
動
作

領
域
で
は
、
同
製
品
は
上

方
、
後
方
ま
で
動
け
る
た
め

最
も
広
く
な
っ
て
い
る
。
強

力
な
手
首
を
持
ち
、
４
㍍
を

超
え
る
リ
ー
チ
で
５
０
０
㌔

㌘
強
の
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
重
心
が
把
持
位
置

か
ら
遠
く
離
れ
た
巨
大
ワ
ー

ク
で
も
対
応
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
制
御
装
置
は
新
型
の
Ｒ
―

50
ｉ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
る
。

Ｆ
―
46
Ａ
」
を
発
売
し
た
。

　
自
動
車
産
業
で
は
ギ
ガ
キ

ャ
ス
ト
を
使
っ
た
大
型
部
品

の
一
体
成
型
が
行
わ
れ
て
お

り
、
部
品
取
り
出
し
や
離
型

剤
ス
プ
レ
ー
の
用
途
に
使
わ

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
高
可
搬
で

ロ
ン
グ
リ
ー
チ
の
ニ
ー
ズ
が

強
ま
っ
て
い
る
。
同
製
品

は
、
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
１
万
㌧
ク
ラ
ス
の
ギ

ガ
キ
ャ
ス
ト
で
使
用
可
能
な

５
５
０
㌔
㌘
可
搬
、
４
･
６

㍍
リ
ー
チ
の
大
型
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
。
一
般
的
な

大
型
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ロ
ボ
ッ

ト
で
採
用
さ
れ
る
平
行
リ
ン

ク
構
造
と
は
異
な
り
、
シ
リ

ア
ル
リ
ン
ク
構
造
を
採
用
し

た
こ
と
で
Ｊ
３
軸
の
動
作
範

囲
を
広
げ
、
Ｊ
３
ア
ー
ム
を

ロ
ボ
ッ
ト
後
方
ま
で
回
転
さ

せ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
平
行

リ
ン
ク
構
造
ロ
ボ
ッ
ト
で
は

不
得
意
だ
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の

　
横
河
計
測
は
、
最
大
入
力

電
圧
２
０
０
０
Ｖ
、
周
波
数

帯
域
４
０
０
Ｍ
Hz
の
差
動
プ

ロ
ー
ブ
「
Ｐ
Ｂ
Ｄ
Ｈ
０
４
０

０
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し

た
。

　
近
年
は
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ

イ
ド
（
Ｓ
ｉ
Ｃ
）
を
活
用
す

る
次
世
代
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

の
実
用
化
、
量
産
化
が
進

み
、
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
業
界
か
ら
高
電
圧
で
よ

り
速
い
信
号
計
測
、
高
精
度

な
計
測
へ
の
要
求
が
高
ま
っ

て
い
る
。
ア
ー
ス
接
続
さ
れ

て
い
な
い
電
位
か
ら
の
測
定

が
求
め
ら
れ
、
通
常
の
プ
ロ

ー
ブ
で
は
な
く
差
動
プ
ロ
ー

ブ
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

高
電
圧
・
高
速
信
号
が
計
測

可
能
な
高
周
波
数
帯
域
の
差

動
プ
ロ
ー
ブ
。
電
気
自
動
車

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
用

途
で
求
め
ら
れ
る
１
０
０
０

Ｖ
以
上
の
高
電
圧
と
広
い
周

波
数
帯
域
で
の
計
測
に
対
応

し
、
高
速
に
変
化
す
る
信
号

の
正
確
な
波
形
観
測
が
可

能
。
優
れ
た
耐
ノ
イ
ズ
特
性

を
持
ち
、
波
形
の
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
や
リ
ン
ギ
ン
グ
な

ど
、
こ
れ
ま
で
は
見
え
な
か

っ
た
、
予
期
し
な
い
問
題
を

引
き
起
こ
す
現
象
の
検
出
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
製
の
オ
シ
ロ
ス
コ
ー

プ
と
接
続
し
た
際
は
、
自
動

電
源
供
給
機
能
で
外
部
か
ら

の
電
源
供
給
が
い
ら
ず
、
コ

ス
ト
や
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
節

約
可
能
。
プ
ロ
ー
ブ
減
衰
比

設
定
も
自
動
設
定
さ
れ
る
た

め
、
接
続
直
後
に
測
定
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
社

の
12
ビ
ッ
ト
の
ミ
ッ
ク
ス
ド

シ
グ
ナ
ル
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

高
電
圧
・
広
帯
域
・
高
分
解

能
の
波
形
観
測
が
可
能
と
な

る
。

　
電
気
自
動
車
の
イ
ン
バ
ー

タ
の
高
速
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
信

号
の
高
精
度
な
評
価
や
、
Ｓ

ｉ
Ｃ
や
Ｇ
ａ
Ｎ
を
活
用
し
た

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
電
力
解
析
、
動
作
確
認
、

電
気
、
電
子
回
路
の
設
計
・

評
価
、
高
効
率
モ
ー
タ
ー
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
セ
ン
サ
ー
な
ど

の
産
業
機
器
の
分
析
と
テ
ス

ト
の
用
途
に
最
適
と
な
っ
て

い
る
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
市
場
に
特
化
し
た
サ
ー
バ

ー
給
電
用
バ
ス
ダ
ク
ト
「
Ｉ

―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｋ

　
Ｂ
ｕ
ｓ
ｗ
ａ
ｙ
（
ア
イ
ラ

イ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
バ
ス
ウ
ェ

イ
）」を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
近
年
は
半
導
体
製
造
や
大

型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
大

容
量
の
電
流
を
必
要
と
す
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
加

し
て
き
て
い
る
。
バ
ス
ダ
ク

ト
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
銅

の
帯
状
導
体
を
絶
縁
物
で
覆

っ
た
も
の
を
金
属
製
の
ケ
ー

セ
ン
タ
ー
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

特
化
し
て
開
発
し
た
バ
ス
ダ

ク
ト
。
従
来
の
バ
ス
ダ
ク
ト

で
は
位
置
が
固
定
さ
れ
て
い

た
プ
ラ
グ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
差

し
込
み
口
を
、
レ
ー
ル
状
の

幹
線
導
体
（
ト
ラ
ッ
ク
バ

ス
）
上
に
任
意
に
柔
軟
に
取

り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
サ

ー
バ
ー
ラ
ッ
ク
の
レ
イ
ア
ウ

ト
に
合
わ
せ
て
等
間
隔
・
均

一
な
設
計
が
求
め
ら
れ
る
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
設
計
ニ
ー

ズ
に
対
応
。
ま
た
、
プ
ラ
グ

イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
は
工
具
不
要

で
容
易
に
幹
線
に
取
り
付
け

・
取
り
外
し
で
き
、
工
期
短

縮
や
不
要
な
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム

短
縮
に
も
貢
献
す
る
。

　
幹
線
の
直
線
レ
ー
ル
や
ジ

ョ
イ
ン
ト
ユ
ニ
ッ
ト
も
、
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
す
ぐ
に
稼

働
・
通
電
が
可
能
な
プ
ラ
グ

＆
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
設
計
さ
れ
、
短
期
間

で
シ
ス
テ
ム
構
築
が
完
了
。

各
種
監
視
機
・
計
測
機
器
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
監
視
も
で

き
、
高
度
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ス
に
収
め
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
組

み
合
わ
せ
て
電
路
を
構
成

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
組
み
込

み
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
ボ
ッ

ク
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｂ
Ｘ
―

Ｔ
３
１
０
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ

い
て
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
対

策
ソ
フ
ト
搭
載
モ
デ
ル
を
発

売
し
た
＝
写
真
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｌ
　
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
プ
ロ
セ
ッ

サ
ｘ
６
４
１
３
Ｅ
（
１
・
５

Ｇ
Hz
）
を
搭
載
し
た
フ
ァ
ン

レ
ス
組
み
込
み
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
、
薄
型
設
計
な
が
ら

マ
イ
ナ
ス

20
度
か
ら
プ
ラス

60
度
の
広
い

温
度
範
囲
を
持
つ
。
Ｄ
ｉ
ｓ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
備

え
、
無
線
モ
デ
ル
に
は
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
搭
載
。
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に

Ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ
ｄ
ｅ
ｄ
タ
イ
プ

を
採
用
し
、
安
定
供
給
が
可

能
な
パ
ー
ツ
に
よ
っ
て
安
心

し
て
長
く
使
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
対
策
ソ

フ
ト
搭
載
モ
デ
ル
で
は
、
組

み
込
み
機
器
用
Ｏ
Ｓ
の
Ｍ
ｉ

ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
　
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
に
、

Ｔ
ｒ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｘ
社
の
エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

製
品
で
あ
る
、
実
行
許
可
リ

ス
ト
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
Ｔ
ｒ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｘ

　
Ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ
ｄ
ｅ
ｄ
　
Ｃ

ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
を
プ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
。

の
更
新
が
で
き
る
。

　
表
示
色
別
に
、
２
色
モ
デ

ル
（
黒
／
白
）
の
Ｅ
Ｐ
Ｄ
―

３
０
２
、
３
色
モ
デ
ル
（
黒

／
白
／
赤
）
の
Ｅ
Ｐ
Ｄ
―
３

０
３
、
４
色
モ
デ
ル
（
黒
／

白
／
赤
／
黄
）
の
Ｅ
Ｐ
Ｄ
―

３
０
４
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
、
い
ず
れ
も
Ｉ
Ｐ
68
規
格

に
準
拠
し
、
防
水
防
塵
性
能

を
備
え
、
信
頼
性
と
耐
久
性

に
優
れ
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
向
け
に
サ
ン
プ
ル
コ
ー
ド

を
無
償
提
供
。
サ
ン
プ
ル
コ

ー
ド
は
、
電
子
ペ
ー
パ
ー
に

デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す

る
基
本
機
能
に
加
え
、
Ｎ
Ｆ

Ｃ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ツ
ー
ル
も

利
用
可
能
。
テ
ン
プ
レ
ー
ト

の
設
計
や
表
示
デ
ー
タ
を
転

送
す
る
た
め
の
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ

ｉ
ｄ
／
ｉ
Ｏ
Ｓ
用
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
無
償
で
提
供

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ハ

ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
デ

ー
タ
更
新
が
簡
単
に
構
築
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
物
流
倉
庫
や
工
場
に
お
け

る
商
品
や
部
品
の
輸
送
や
仕

掛
品
管
理
、
装
置
や
備
品
の

管
理
、
病
院
や
介
護
施
設
に

お
け
る
食
事
の
提
供
な
ど
、

従
来
大
量
に
紙
の
印
刷
物
を

使
用
し
て
識
別
や
行
先
管
理

を
行
っ
て
い
た
現
場
に
対

し
、
同
製
品
は
導
入
す
る
こ

と
で
、
環
境
に
優
し
く
、
手

間
の
か
か
ら
な
い
次
世
代
の

運
用
・
管
理
が
実
現
で
き

る
。

ｐ
ｌ
ａ
ｙ
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
採
用
の

ほ
か
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
２
Ｇ
ｅ
ｎ

２
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
１
）
×

２
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
×
２
の
豊
富
な

し
、
大
電
流

の
送
電
が
可

能
。
ケ
ー
ブ

ル
で
行
っ
て

き
た
電
力
幹

線
を
代
替
す

る
も
の
と
し

て
採
用
が
増

加
し
て
い

る
。

　
同
製
品

は
、
デ
ー
タ

　
同
製
品
は
、
近
距
離
無
線

通
信
技
術
「
Ｎ
Ｆ
Ｃ
」
に
対

応
し
、
か
ざ
す
だ
け
で
表
示

デ
ー
タ
を
転
送
し
て
デ
ー
タ

書
き
換
え
が
で
き
る
電
子
ペ

ー
パ
ー
。
電
子
ペ
ー
パ
ー
モ

ジ
ュ
ー
ル
に
電
源
を
搭
載
す

る
必
要
が
な
く
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
リ

ー
ダ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
や
Ｎ
Ｆ

Ｃ
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

使
っ
て
簡
単
に
表
示
デ
ー
タ

の
自
動
化
に
最
適
な
ス
カ
ラ

ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
開
発
。
可

搬
重
量
は
業
界
初
と
な
る
１

㌧
で
、
最
大
リ
ー
チ
は
２
４

４
０
㍉
㍍
。
バ
ッ
テ
リ
の
大

容
量
化
に
よ
る
重
量
の
増
加

に
対
応
し
、
か
つ
水
平
方
向

の
稼
働
を
得
意
と
す
る
ス
カ

ラ
機
構
と
し
た
こ
と
で
車
体

床
面
付
近
の
狭
い
範
囲
を
広

い
可
動
範
囲
で
カ
バ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
２
㍍
を
超
え
る
ア
ー

ム
で
１
㌧
の
重
量
を
持
つ
場

合
、
ロ
ボ
ッ
ト
全
体
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た
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よ
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高
電
圧
・
広
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域
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計
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差

動

プ
ロ
ー
ブ

パ
ワ
エ
レ
開
発
を
支
援

横河計測

バ
ッ
テ
リ
レ
ス
で
運
用

Ｎ
Ｆ
Ｃ
対
応

電
子
ペ
ー
パ
ー

アドバン
テ ッ ク
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設立し、以降は電気工事の請負を事業主体として展開
してきた。1996年に富士電機工事として東証2部に上
場し、2009年10月に古河総合設備と富士電機総設と
合併し、富士電機E&Cとなった。同社は富士電機グ
ループにおける唯一の総合設備企業として、グループ
各社から各種設備工事を受注しつつ、中長期的な環境
変化に対応するため、新たなエンドマーケットの獲得
や海外および成長市場へのリソース投入に取り組んで
いる。

■�富士電機、開発ストーリーに水素とアンモニア
の計測機器の開発チームインタビュー公開

　富士電機は、開発ストーリーに、水素とアンモニア
の計測機器の開発チームインタビュー「次世代エネル
ギー 水素・アンモニア普及へ 異領域の技術でブレー
クスルーしたセンシング技術」を公開した。
　カーボンニュートラルの実現に向け、化石燃料に替
わる新しいエネルギーとして水素やアンモニアが注目
されているが、水素は可燃性、アンモニアには毒性が
あり、取り扱いには注意を要する。同社は、これら2
つの次世代エネルギーを安全に利活用するために、素
早く正確に濃度や流量を計測（センシング）する技
術、計測機器の開発を進めており、その開発チームの
4人に話を聞いている。

■�安川電機、テクニカルレポート2024第6号
「重量物搬送に対応したスカラロボット」公開

　安川電機は、テクニカルレポート2024第6号「重量
物搬送に対応した省エネ・軽量・省スペース　スカラ
ロボットMOTOMAN-ME1000の提案～ROBOT 
TECHNOLOGY JAPAN2024出展より～」を公開し
た。
　自動車バッテリーの重量も大きくなるにつれ、これ
を搬送する生産工程の装置の大型化が消費エネルギー
の増大や設置スペースの拡大につながっている。レポ
ートでは、ロボットテクノロジージャパンの搬送デモ
で使用した、重量物搬送用に特化し、「省エネ」「軽
量」「省スペース」を特長とするMOTOMAN-
ME1000について紹介。他社に先駆けて開発した、業
界初となる重量搬送が可能（可搬質量1㌧）のスカラ
構造のロボットとなっている。

■�アズビル、2024年度計測自動制御学会「技術
賞」と「新製品開発賞」を受賞

　アズビルは、2024年度計測自動制御学会（SICE）
「技術賞」1件と「新製品開発賞」3件を受賞した。
　技術賞を受賞したのは「小型プログラマブルジョセ
フソン電圧標準装置（小型PJVS装置）の導入につい
て」。小型PJVS装置を国内民間企業で初めて社内一
次標準として稼働させることができ、この標準装置に
より校正することで、これまで社内一次標準として使
用していたツェナー標準電圧発生器の校正の高精度化
を達成し、同発生器による計測器の校正の精度を高め
たことが評価された。
　新製品開発賞は、「ディマンドリスポンス・モニタ
SORTiA-Demand Response」、「マスフローコント
ローラ形F4Q」、セル型空調システム「ネクスフォー

■�三菱電機と三菱電機ビルソリューションズ、ロ
ボフレ環境構築支援事業に参画

　三菱電機と、三菱電機ビルソリューションズは、経
済産業省が推進する「ロボットフレンドリーな環境構
築支援事業」に関連した研究開発プロジェクトとし
て、通路や交差点などでのロボット同士の衝突や対面
膠着を防ぎ、さまざまなロボットが建物内を円滑に稼
働するための群管理方式の妥当性に関する検証を目的
とした「リソース管理システムによる複数ロボットの
群管理標準化に関する研究」に参画する。

■�三菱電機、UI開発の効率化と品質向上を実現す
る「Serendie�Design�System」を提供開
始

　三菱電機は、同社独自のデジタル基盤「Serendie
（セレンディ）」について、UI開発の効率化と品質
向上を実現するデザインシステム「Serendie Design 
System」を構築し、Webサイトで無償提供を開始す
る。
　同システムは、同社の多様な事業領域で培われた知
見を集約し、再利用可能で豊富な数のデザインパーツ
を有する事業領域を横断したデザインシステム。豊富
なデザインパーツやデザインツール「Figma」とフロ
ントエンドフレームワーク「React」の連携によるス
ムーズなワークフローを社内外に提供する。

■�シーシーエス、アプリケーション事例「X線透
過検査」公開

　シーシーエスは、アプリケーション事例「X線透過
検査」を公開した。
　X線透過検査は、X線は、可視光・紫外光・赤外光
にはないアルミをはじめとする一部金属や、樹脂、木
材などの材質を透過する特性を持っているため、包
装、外殻を透過して内部内容物を検出することが可
能。アルミ包装のかみ込み検査や食品の形状検査（割
れ・かけ）、お菓子の個数検査、食品の重量検査など
に有効活用できる。

■�富士電機、株式交換で総合設備会社の富士古河
E&Cを完全子会社化

　富士電機は、株式交換により富士古河E&Cを完全

浜で「EtherCAT Plug Fest日本」を開催した。
　 イ ベ ン ト で は 、 参 加 し た デ バ イ ス メ ー カ ー が
EtherCAT Mainデバイス9製品とSubデバイス10製品
の相互運用性をテスト。各製品の互換性向上を目指
し、実際の現場で使用するための知識を共有した。今
回は4社の初参加があった。

イベントセミナー

■�三菱電機、12月3日オンラインセミナー
「MATLAB/Simulink×GX�Works3でプ
ログラムの開発コスト削減と高度化を実現！」

　 三 菱 電 機 は 、 1 2 月 3 日 オ ン ラ イ ン セ ミ ナ ー
「MATLAB/Simulink×GX Works3でプログラムの
開発コスト削減と高度化を実現！」を開催する。
　今回はMathWorks社と合同で開発したSimulink 
PLC CorderとGX Works3の連携によるプログラム自
動生成機能をはじめ、近年注目を集めるモデルベース
開発などエンジニアリングコスト削減に貢献するソリ
ューションを紹介。さらに実際にSimulink PLC 
CorderとGX Works3を使用したデモも実施する。

■�北陽電機、オンデマンドセミナー「セーフティ
コントローラ　HSC-A100-ENC」公開

　北陽電機は、オンデマンドセミナー「セーフティコ
ントローラ　HSC-A100-ENC解説セミナー」を公開
した。セミナーでは、セーフティコントローラとは、
またAGV/AMRの新規格に対応した機能について説
明している。

■�ロックウェルオートメーション、11月26日�
東京、12月12日�大阪に自動車業界向けDXセ
ミナー開催

　ロックウェルオートメーションは、11月26日に東
京・赤坂インターシティコンファレンス404、12月12
日に大阪・グランフロント大阪北館タワーB10階で、
「自動車業界向けデジタルトランスフォーメーション
（DX）セミナー」を開催する。
　セミナーでは、圧倒的な競争優位をもたらすスマー
トマニュファクチャリングを実現するためのデジタル
トランスフォーメーション（DX）に関する実践的な
考え方と手法を提案し、企業の未来を切り開くため次
世代のDX戦略について考える。

■�CC-Link協会、12月6日�広島でリアルセミナ
ー「CC-Link�IE�TSNユーザーセミナー」開
催

　CC-Link協会は、12月6日に広島市の三菱電機中国
支社でリアルセミナー「CC-Link IE TSNユーザーセ
ミナー」を開催する。
　セミナーではCC-Link IE TSNの特長・採用メリッ
トをはじめ、パートナーによる製品紹介を行う。展示
フェアで対応製品の動作デモや製品について相談もで
きる。

子会社化する。効
力発生日は2025
年 2 月 3 日 を 予
定。それに先立っ
て富士古河E&C
は2025年1月30日
にスタンダード市
場の上場廃止とな
る予定。
　富士古河E&C
は、1923年に大
型船の艤装電気工
事、製紙機械の輸
入と修理、羅紗の
輸入を祖業として

トDD」が受賞した。

■�IDEC、IDEC�S&C社の全株式を東京ガスエン
ジニアリングソリューションズへ譲渡

　IDECは、連結子会社でエネルギーマネジメントソ
リューションを提供するIDECシステムズ＆コントロ
ールズ（IDEC S&C社）の全株式を、東京ガス100%
子会社の東京ガスエンジニアリングソリューションズ
（TGES社）に譲渡することを決定した。
　IDEC S&C社は、2012年に特定建設業免許を取得
して以来、メガソーラーのワンストップソリューショ
ン（発電所の用地取得、システム設計、最適ハードの
選定、調達、施工、各種申請、保守・メンテナンス）
や創エネ、畜エネを実現するためのエネルギーマネジ
メントを提案してきたが、再生可能エネルギーに関す
る市場規模の拡大に伴い、競争環境が厳しくなる中
で、同社の成長には、TGES社の傘下に加わった方が
有効であると判断した。
　譲渡契約締結日は2024年11月1日。株式譲渡予定日
は2025年3月31日となっている。

■�日立産機システム、製造受託・環境関連事業の
グループ会社を再編　新会社設立

　日立産機システムは、同社製品の製造受託・環境関
連事業を行っているグループ会社の日立産機ドライブ
・ソリューションズと日立産機中条エンジニアリング
の2社を合併し、2025年4月1日に新会社「日立産機グ
リーンテック（仮称）」を新設する。
　両社はいずれも日本国内でモータ、インバータやエ
アシャワーなどの製造受託のほか、職場環境における
有害物質の測定・分析や、設備改善工事などの環境関
連事業を行っており、事業に強い親和性を持つ。両社
の生産技術・工程管理等のノウハウ共有によるモノづ
くりの強化や環境ビジネスの拡大に向けて合併を決定
した。

■�THK、次世代リニア搬送システムのWebサイ
トを公開

　THKは、次世代リニア搬送システムのWebサイト
（日本語/英語/韓国語版）を公開した。
　次世代リニア搬送システムは、変種変量生産に貢献
するフレキシブルな高速搬送システム。モジュールを
コンセプトとし、各モジュールの組み合わせにより搬
送システムを構築できる。駆動にはリニアモータを採
用し、高速・高加減速で自在な搬送を実現する。高剛
性なLMガイドを搭載し、搬送ライン上で荷重を受け
ることも可能。
　WEBサイトでは、これらの特長を分かりやすく伝
えるため、コンセプト動画や従来の搬送が抱える課題
への解決策などの情報を掲載している。

■�EtherCAT�Technology�Group、10月23
・24日に「EtherCAT�Plug�Fest日本」を
開催

　EtherCAT Technology Group（イーサキャットテ
クノロジーグループ、ETG）は、10月23・24日に横
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拡
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ワゴジャパンワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

新型端子台搭載の
コネクタ端子台

ー
ズ
に
変
更
し
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新
製
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を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
、
従
来
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か
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順
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替
え
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従
来
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も
併
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す
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在
庫
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な
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な
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次

第
販
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従
来
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台
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８

１
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主
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変
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ハ
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ワ
ゴ
ジ
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は
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コ
ネ
ク
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端
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台
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端
子
台
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新
型
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２
０
８
６
シ
リ

ン
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色
が
グ
レ
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か
ら
ブ
ラ
ッ
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と
な

り
見
や
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向
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②
接
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可
能
な
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小
電
線
サ
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が
０
・
２
ｓ
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か
ら
０

・
14
ｓ
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な
り
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よ
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細
い
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対
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３
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き
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従
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省
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ヒロセ電機ヒロセ電機

https://www.hirose.com/corporate/ja/additional/pressreleases/LF-Cat6A_202409.html
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https://www.washion.co.jp

「ＲＥＴ形速結端子台」
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配
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一
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に
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る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外

し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
接
続
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
。

業
界
最
小
ク
ラ
ス
の
短
尺
で
省
ス
ペ
ー
ス
化

日本航空電子日本航空電子

https://www.jae.com/releases/detail/id=110697

産業用イーサネット小型防水コネクタ
「ＪＢ12シリーズ（Ｍ12Ｘコード、Ｄコード）」

ド
）
」
は
、
産
業
機
器
内
の
接
続
に
幅

広
く
使
用
可
能
な
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
に
適
合

し
た
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
用
小
型
防

水
コ
ネ
ク
タ
。

　
Ｆ
Ａ
向
け
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
自

動
化
設
備
な
ど
が
製
造
現
場
に

数
多
く
投
入
さ
れ
、
工
場
内
で

は
高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
産
業
機
器

も
小
型
化
が
進
む
と
同
時

に
、
作
業
精
度
向
上
の
た
め
に

ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
が
取
り
付
け

ら
れ
る
な
ど
構
造
が
よ
り
複
雑

化
し
、
機
器
内
部
の
配
線
ス
ペ

　
日
本
航
空
電
子
工
業
の
「
Ｊ
Ｂ
12
シ

リ
ー
ズ
（
Ｍ
12
Ｘ
コ
ー
ド
、
Ｄ
コ
ー

ー
ス
が
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
同
製
品
は
、
小
型
化
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
用
小

型
防
水
コ
ネ
ク
タ
で
、
中
継
タ
イ
プ
の

コ
ネ
ク
タ
と
し
て
業
界
最
小
ク
ラ
ス
の

短
尺
を
実
現
。
産
業
機
器
内
の
省
ス
ペ

ー
ス
で
も
取
り
回
し
可
能
な
ね
じ
嵌
合

タ
イ
プ
の
コ
ネ
ク
タ
と
な
っ
て
い
る
。

　
結
線
方
式
は
圧
着
で
、
従
来
の
汎
用

圧
着
工
具
Ｍ
２
２
５
２
０
／
２
―
０
１

に
適
合
。
幅
広
い
ケ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
に

対
応
し
、
太
線
（
Ａ
Ｗ
Ｇ
22
〜
24
）
に

よ
る
電
線
装
着
の
作
業
性
の
向
上
や
、

細
線
（
Ａ
Ｗ
Ｇ
26
〜
30
）
に
よ
る
省
ス

ペ
ー
ス
で
の
機
内
配
線
の
実
現
を
可
能

と
し
て
い
る
。

省
工
数
で
接
続
状
態
を
表
示

不二電機工業不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

電線接続表示（インジケータ）付き
アース速結端子台「ＴＰＧ形」

込
む
だ
け
で
ブ
ス
バ
ー
に
つ
な
が
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
な
し
で
す
ぐ
に
配
線
作
業

が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ー
ス
配
線

の
作
業
時
間
が
約
４
分
の
１
に
、
ブ
ス

バ
ー
へ
の
取
り
付
け
時
間
も
約
３
分
の

１
に
短
縮
。
し
か
も
、
ね
じ
の
増
し
締

め
も
不
要
で
、
ね
じ
締
め
の
ト
ル
ク
管

理
や
専
用
工
具
管
理
も
な
く
な
る
。

　
ま
た
、
電
線
接
続
状
態
の
表
示
（
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
）
は
、
電
線
が
確
実
に
接

続
さ
れ
て
か
ら
表
示
さ
れ
る
構
造
に
な

っ
て
お
り
、
「
安
心
・
安
全
・
確
実
」

な
作
業
を
実
現
し
、
差
し
込
み
結
線
の

不
安
を
解
消
で
き
る
。
寸
法
サ
イ
ズ

　
不
二
電
機
工
業
の
産
業
用
分
電
盤
な

ど
の
省
施
工
化
に
貢
献
す
る
電
線
接
続

表
示
（
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
）
付
き
ア
ー
ス

速
結
端
子
台
「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」
は
、
ね
じ

締
め
作
業
が
な
い
た
め
、
配
線
を
差
し

は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
大
き
さ
に
合
わ
せ

１
極
25
㍉
㍍
幅
で
設
計
し
て
お
り
、
省

ス
ペ
ー
ス
化
に
貢
献
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取
り
付
け

ね
じ
は
本
体
に
組
み
込
ん
で
い
る
た

め
、
ね
じ
の
落
下
の
心
配
が
な
く
、
安

全
、
か
つ
効
率
的
に
取
り
付
け
が
で
き

る
。

　
一
方
、
ア
ル
ミ
端
子
台
シ
リ
ー
ズ
の

「
Ｔ
Ｘ
Ｓ
―
Ｇ
Ａ
形
」
は
、
各
メ
ー
カ

ー
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
端
子
台
・

ケ
ー
ブ
ル
・
圧
着
端
子
の
導
電
部
全
て

に
ア
ル
ミ
を
使
用
し
た
「
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
対
応
。

ス
タ
ッ
ド
式
タ
イ
プ
で
充
実
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
38
ｓ
ｑ
〜

４
０
０
ｓ
ｑ
ま
で
対
応
可
能
。

入
出
力
フ
リ
ー
で
500
㍍
通
信

キムラ電機キムラ電機

https://www.kimden.co.jp

省配線ターミナル「ＷＳ―ＴＤ16
ＭＣ形・ＷＳ―ＴＤ32ＭＡ／ＭＢ形」

出
力
点
数
16
点
の
「
Ｗ
Ｓ
―
Ｔ
Ｄ
16
Ｍ

Ｃ
形
」
と
同
32
点
の
「
Ｗ
Ｓ
―
Ｔ
Ｄ
32

Ｍ
Ａ
／
Ｍ
Ｂ
形
」
を
販
売
し
て
い
る
。

　
通
信
に
は
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用
し
て
お
り
、
シ
ー
ル
ド
線
な
ど
高

価
な
ケ
ー
ブ
ル
が
不
要
な
た
め
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
、
通
信
距
離
も
総
延
長
最

長
５
０
０
㍍
、
通
信
と
給
電
の
同
時
使

用
で
は
同
１
０
０
㍍
ま
で
可
能
。
し
か

も
、
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
で
ス
ロ
ッ
ト

番
号
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
ケ
ー
ブ

ル
の
結
線
順
に
関
係
な
く
送
受
信
の
ペ

ア
組
み
合
わ
せ
が
で
き
、
増
設
時
の
ケ

ー
ブ
ル
引
き
回
し
作
業
も
容
易
に
な

　
キ
ム
ラ
電
機
は
、
各
種
端
子
台
と
表

示
灯
を
中
心
に
、
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　
端
子
台
で
は
昨
今
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
省
配
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
、
入

る
。

　
ま
た
、
入
出
力
フ
リ
ー
機
能
で
、
接

続
す
る
デ
バ
イ
ス
の
入
力
／
出
力
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
接
続
が
可
能
。

　
さ
ら
に
、
Ｗ
Ｓ
―
Ｔ
Ｄ
16
Ｍ
Ｃ
形

は
、
接
続
デ
バ
イ
ス
の
入
力
／
出
力
、

お
よ
び
端
子
台
間
の
通
信
に
よ
る
マ
ス

タ
ー
／
ス
レ
ー
ブ
な
ど
に
１
機
種
で
対

応
で
き
、
機
種
選
定
や
在
庫
管
理
の
手

間
を
軽
減
で
き
る
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
を

渡
り
配
線
に
す
る
こ
と
で
、
最
大
16
台

（
８
対
）
、
合
計
１
２
８
点
の
通
信
が

可
能
。

　
そ
の
ほ
か
、
送
受
信
状
態
が
確
認
で

き
る
２
色
発
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
内
蔵
、
取
り

付
け
は
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
と
直
付
け
が
兼

用
で
可
能
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
。

新
し
い
接
続
体
験
を

フエニックス・コンタクトフエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

新接続技術Ｐｕｓｈ―Ｘテクノロジ
新製品ＸＴ・ＸＴＶシリーズをリリース

ク
ノ
ロ
ジ
を
搭
載
し
た
新
製
品
端
子
台

「
Ｘ
Ｔ
・
Ｘ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」
を
リ
リ

ー
ス
し
た
。

　
独
自
の
プ
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
構

造
に
よ
り
、
電
線
を
軽
く
挿
入

す
る
だ
け
で
ロ
ッ
ク
が
か
か

り
、
力
を
入
れ
ず
に
接
続
が
可

能
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
テ
ク

ノ
ロ
ジ
に
よ
っ
て
、
手
動
配
線

の
作
業
性
改
善
と
、
将
来
の
自

動
配
線
に
も
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
電
線
を
接
続
し
た
際

に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
プ
ッ
シ
ュ

ボ
タ
ン
が
動
作
し
て
ロ
ッ
ク
を

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
社

は
、
新
し
い
接
続
技
術
で
あ
る
Ｐ
ｕ
ｓ

ｈ
―
Ｘ
（
プ
ッ
シ
ュ
―
エ
ッ
ク
ス
）
テ

知
ら
せ
る
「
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
機
能
」
に

加
え
、
「
カ
チ
ッ
」
と
い
う
音
で
も
接

続
確
認
が
で
き
る
。
「
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル

ド
機
能
」
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
離

し
て
も
配
線
作
業
が
可
能
に
な
っ
た
。

側
面
接
続
の
Ｘ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
と
上
面

接
続
の
Ｘ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
で
、
０
・
５
〜

16
平
方
㍉
㍍
ま
で
広
い
電
線
径
を
カ
バ

ー
す
る
。
ま
た
、
従
来
の
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―

ｉ
ｎ
式
Ｐ
Ｔ
端
子
台
や
ス
プ
リ
ン
グ
式

Ｓ
Ｔ
端
子
台
と
も
、
ブ
リ
ッ
ジ
バ
ー
や

マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
は
共

用
可
能
で
あ
る
。

　
進
化
し
た
新
接
続
技
術
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―

Ｘ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を
搭
載
し
た
製
品
は
、

今
後
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

工
具
な
し
で
片
手
配
線
実
現

オータックスオータックス

https://www.otax.co.jp/

スクリューレス基板用端子台
「ＴＢ―ＫＤシリーズ」

中
心
に
、
制
御
機
器
、
空
調
機
器
、
通

信
機
器
、
事
務
機
器
な
ど
各
種
電
気
機

器
向
け
に
40
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り

製
造
・
販
売
を
し
て
い
る
。

　
コ
ネ
ク
タ
に
お
い
て
は
角
形
コ
ネ
ク

タ
を
本
格
的
に
供
給
し
て
お
り
、
Ｆ
Ａ

分
野
を
中
心
と
し
た
産
業
機
器
向
け
に

既
存
の
ス
イ
ッ
チ
・
端
子
台
事
業
に
加

え
た
商
品
群
の
一
つ
と
し
て
事
業
を
拡

大
し
て
い
る
。

　
端
子
台
に
お
い
て
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
、

エ
ア
コ
ン
市
場
向
け
に
顧
客
専
用
品
を

中
心
と
し
た
商
品
を
展
開
し
て
い
る

が
、
新
た
に
標
準
品
と
し
て
特
許
申
請

　
オ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
操
作
用
ス
イ

ッ
チ
、
金
属
加
工
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
端

子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接
続
機
器
を

中
の
ス
ク
リ
ュ
ー
レ
ス
基
板
用
端
子
台

「
Ｔ
Ｂ
―
Ｋ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
」
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。
指
で
プ
ッ
シ
ャ
ー
を
深

く
押
す
と
プ
ッ
シ
ャ
ー
が
自
動
回
転
し

て
電
線
の
開
放
状
態
で
ロ
ッ
ク
さ
れ
、

さ
ら
に
プ
ッ
シ
ャ
ー
の
ツ
バ
を
軽
く
上

に
引
っ
張
る
と
ロ
ッ
ク
が
解
除
し
て
電

線
が
保
持
さ
れ
る
と
い
う
独
自
の
構
造

を
採
用
。
工
具
不
要
で
片
手
で
配
線
作

業
が
で
き
、
接
続
信
頼
性
の
高
い
ス
ク

リ
ュ
ー
レ
ス
端
子
台
と
し
て
今
後
の
拡

販
に
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
開
発
型
総
合
機
構
製
品
製
造

サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｍ
Ｍ
Ｓ
）
の
展
開
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
タ
イ
工
場
（
プ
ラ

チ
ン
ブ
リ
県
）
の
拡
張
が
終
了
し
、
２

０
２
３
年
９
月
か
ら
稼
働
開
始
し
た
。



（5）　　　２０２４年（令和６年）１１月２０日

WAGOのコントローラ新戦略
PC制御への関心の高まり　転換期を迎えるIPC・コントローラ市場PC制御への関心の高まり　転換期を迎えるIPC・コントローラ市場

FAトップインタビュー

インダストリー4.0の世界が現実になり始めた

　―IPCを含めた最近のコントローラ市場について
の印象は？
　一昔前にいっていたインダストリー4.0で描かれた
構図がようやく実現してきたという印象です。現場レ
ベルのフィールド層にPLCやリモートI／Oがあり、
エッジ層にハイエンドのエッジコントローラがあり、
上位のIT層にサーバーやクラウドがあるという形。
以前は夢物語であり、ここまでやる人や企業があるの
かという印象でしたが、この5年くらいで具体的な話
になってきていると感じています。
　―その要因は？
　データを収集して分析するということがキーワード
になり、PLCやコントローラに大量のデータを扱う
ための高性能なパフォーマンスが求められるようにな
ってきています。
　以前は、フィールド層にあるPLCの機能に対して
の要望が多かったのが、今はエッジも含めて、集めた
データのファイルを送りたいとか、PLCプラスアル
ファ、制御以外の部分に対する要求が増えてきていま
す。だからPLCとは別にIPCを置いて情報系の機能を
補完していたりするのだと思います。

IPCを使った新しい制御がトレンドに

　―IPCの勢いが増しています。
　確かに今IPCを使った制御や計測に取り組んでいる
ところも増えていて、特定の業界においては、PLC
が担っていた制御部分を性能の良いハイエンドのコン
ピュータにまとめようという動きは以前からあるよう
です。PLCレスや現場に制御盤を置かずにクラウド
にまとめ、コントロールはIPCで行うような形を模索
する動きもあり、IPCの勢いがあるのは確かだと思い
ます。
　だからといってIPCがPLCに置き換わるという時代
が本格的に来たとは思っていません。今IPCでいろい
ろとやっている方々は、IPCでできること、ここまで
なら大丈夫という見極めを行っている段階だと思いま
す。
　汎用機器のIPCと、制御に特化した専用機器のPLC
の間には、CPUや処理性能といったスペックだけで
はなく、瞬断への対策やIOの拡張性という違いもあ
ります。そのためそれぞれに得意な領域や使われる世
界、ニーズは少し違っていて、将来的にもPLCがな
くなることはなく、用途や場所によってIPCと使い分
けていくのだと思います。

SDGsをきっかけに
世界規模でIoTやデータ活用が本格化

　―こうした変化のきっかけは何だったのでしょう
か。
　要因はいろいろありますが、データ活用やIPCの導
入を加速させたのは世界的なSDGs、カーボンニュー
トラルの動きが大きいと思います。

　CC100は、オールインワンで1台で何でもでき、安
価で手軽に制御を試すのに最適ですが、入出力は8点
までで、拡張性がないのに対し、PFC300は、PLCの
ように拡張してモジュールを増やしていくことがで
き、さらに上位システムとも連携しやすいというメリ
ットがあります。

WAGOのIPC・コントローラの
認知を高めていく

　―今後について。
　PLCは今後も制御分野で残り、現場や設備では継
続して使用されていくと思います。
　一方で、従来のPLC制御をより高機能なPCでの制
御に置き換えを検討されている層がいるのも事実で
す。当社はそうした方々をターゲットにCC100を使っ
た簡単な制御からスタートして、ソフトウエアPLC
へのステップアップを提案していきたいと思います。
　最近は太陽光発電システムの遠隔監視・制御や鉄道
分野、ビルオートメーション分野での制御＋監視用途
での引き合いが多くなっています。
　これ以外でもニーズは多く、WAGOのIPC（エッ
ジコンピュータ）やコントローラの認知度を広げてい
きます。
　また、新製品としてLinuxOSベースの新しいOSで
あるctrlX OS（コントロールエックス）搭載のコン
トローラの発売を予定しています。
　ctrlX OSは、データレイヤーという機能を活用
し、CODESYSベースのアプリケーションとLinuxア
プリケーションのデータ共有を容易に行えるデバイス
です。
　ctrlX対応機器同士でデータレイヤー上で同期・デ
ータ共有できることも特長で、新しい概念の機器とな
ります。今後は、ctrlX OSも含めてソフトウエア
PLC、PC制御としての知名度を高めていきたいと思
っています。

ますが、最近はPC制御に対して関心の高さに驚いて
います。
　昨年秋に小型コントローラ「CC100」のスターター
キットが100台限定で安く買えるというキャンペーン
をやったところ、応募が殺到しすぐに売り切れてしま
いました。好評だったため今年6月に再販を行ったの
ですが、これもほぼ売り切れ。当初、社内では売り切
るのは無理だろうという声があったのですが。良い意
味で予想が裏切られました。初めは購入できるのは法
人のみに限っていましたが、個人からの問い合わせも
多く、急きょ個人向けの販売も始めました。購入者向
けの使い方セミナーも好評で、多くの方に参加いただ
きました。
　―どんな方が購入されていたのですか？
　あくまで私見ですが、趣味と仕事で半々くらい。展
示会や後追いでフォローした時には「買いたかったけ
ど売り切れていた。またキャンペーンをやってほし
い」「簡単なモーションシステムを作ってみた」「シ
リアル通信ができるので、ゲートウェイ的な形で使っ
てみた」という方がいました。一番多かったのは「と
にかくいじり倒したい」という声で、熱心な方が多く
いることが分かりました。
　PC制御としてRaspberry PiとCODESYSの組み合
わせも人気ですが、一方でそれだけでは物足りない人
は多く、今回のキャンペーンでは、産業用を使ってみ
たいという潜在的な層を発見できたのかなと思いま
す。Raspberry Piの場合、ソフトウエアライセンス
をはじめ、本体以外にも用意しなければいけないもの
が多く、CC100は全てそろっているので、便利で、そ
のあたりも受け入れられたのではないでしょうか。

PLCのように使える
コントローラ新製品「PFC300」

　―関心の高さがうかがえます。
　その一方で、具体的に現場への導入を検討していた
方からは「想定していた用途にはスペックが足りなか
った」という方もいました。
　そこで、これから提案を強化していくのが、今冬発
売予定の産業用PCとCC100の中間に位置するコント
ローラ「PFC300」です。
　PFC300は、LinuxベースのOSを搭載したコントロ
ーラで、従来モデルのPFC200はCPUが32ビットシン
グルコアでしたが、PFC300では64ビットのデュアル
コアを搭載し、処理能力が格段に上がり、より高度な
要求にも対応できるようになりました。IOは増設し
て入出力をつなげることができ、PLCと同じように
使うことができます。内部のフラッシュメモリは
32GBあり、これまでの4GBから大幅に大きくなりま
した。

　よく「IoTを導入してデータを活用することで装置
の稼働率を上げて生産性を高めよう」といわれます
が、これはユーザー企業にとって「義務」ではありま
せん。しかも、既にユーザー企業は何十年も改善を積
み重ねてきており、絞り切った雑巾をさらに絞るよう
なものです。絞り切るところまでやったとしても、売
り上げや利益が大きく変わるかといったら、そこまで
劇的に変わるものでもありません。
　一方で、SDGs、カーボンニュートラルは世界中の
全ての国々と全ての企業に課された義務であり、ユー
ザー企業は自社のCO2排出量について正しいデータを
報告しなければならなくなっています。極端な話、電
力やガス等は月々の使用料金として電力・ガス会社か
ら請求が来るので、何もしなくてもどれだけ自社が使
っているかが分かります。CO2排出量も計算によって
導き出すことができます。しかし今まで以上に消費電
力量を減らし、CO2排出量を削減しようとしたら、個
々の設備からデータを集めてモニタリングをしないと
どこから手をつければいいか分かりません。
　さらに世界では、もっと厳密に、調達した部材や販
売した自社製品からのCO2排出量など間接的なCO2排
出量である「スコープ3」の報告が義務化され、ドイ
ツでは既に法令でそうなっています。上場企業だけで
なく、非上場企業に対しても義務化されており、当社
もデータを公開しています。
　日本では大企業に対してのみ適用されるようです
が、サプライチェーンに組み込まれている中小企業に
もその影響は及ぶ可能性は十分にあります。特に海外
企業と取引している企業や、海外向け製品に使われる
部材を供給している企業に対しては、取引先から詳細
なCO2排出量データを求められていくかもしれませ
ん。
　そうした世界的な流れがIPCやコントローラ、IoT
市場の動きに大きく影響を与え、それはこの5年ほど
で急激に加速したと見ています。
　もうひとつユーザーに影響を与えた大きな動きとし
て「産業用イーサネットの普及拡大」もあります。
　当社がコントローラを出し始めた頃の機器間の通信
ネットワークは、PROFIBUSやCC－Linkなどのある
種の専用ネットワークであるフィールドバスが一般的
でした。その後、イーサネットという汎用的なネット
ワーク技術を土台にしたPROFINETやCC－Link 
IE、EtherCATなど産業用ネットワークが出てきて潮
目が変わってきた印象があります。
　専用の技術から汎用の技術を応用した新しい技術が
出てきて市場が拡大し、さらに関連する市場にも影響
を与えて変化を加速していったと見ています。

WAGOの取り組み
CC100のスターターキットが完売

　―御社の取り組みは。
　当社でも産業用PCとコントローラを取り扱ってい

　FAにとどまらず、社会のあらゆるシーンで自動化のニーズが高まる
中、ワゴジャパンも産業用PC（IPC）やコントローラの提案を強化してい
る。特にLinuxベースのOSにソフトPLCとしてCODESYSを搭載したコン
トローラは、特価キャンペーンで予定台数が売り切れとなるなど好評を得
た。さらに今冬には性能を向上した新製品を発売する予定となっている。
　そんな同社に、現在のIPCやコントローラ市場の状況と、同社の取り組
みについて、ワゴジャパン　PMオートメーション／インターフェースプ
ロダクトマネージメントコントローラアシスタントマネージャーの東条弘
氏に聞いた。

ワゴジャパン
PMオートメーション／インターフェース
プロダクトマネージメントコントローラアシスタントマネージャー

東条　弘氏

https://www.wago.co.jp/
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最
近
、
同
僚
と
の
会
話
で
、

第
３
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験

に
合
格
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

就
業
前
や
休
憩
時
間
に
勉
強
し

て
い
る
姿
を
見
て
い
た
の
で
自

分
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
電
気
関
係
の
仕
事
に
従
事
し

て
い
る
方
な
ら
、
第
３
種
電
気

主
任
技
術
者
と
い
う
資
格
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
登
竜
門
と
も
言
わ

れ
る
資
格
で
、
試
験
は
４
科
目

あ
り
ま
す
。
第
３
種
電
気
主
任

技
術
者
は
電
験
３
種
と
も
呼
ば

れ
、
比
較
的
人
気
の
あ
る
国
家

資
格
で
す
。
こ
の
資
格
を
持
つ

電
気
主
任
技
術
者
は
、
該
当
す

る
電
気
設
備
を
有
す
る
施
設
に

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
資
格
は
第

１
種
、
第
２
種
、
第
３
種
と
３

つ
の
区
分
が
あ
り
、
第
３
種
を

取
得
す
れ
ば
、
中
小
規
模
の
工

場
や
商
業
施
設
、
病
院
な
ど
で

保
安
監
督
の
業
務
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
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だ
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問
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り
ま
し
た
」
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の
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と
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し
た
。
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少
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え
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し
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。
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問
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。
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６
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そ
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、
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電
気
主
任
技
術
者
試
験
の
難
易

度
が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
声

薄
れ
つ
つ
あ
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ま
す
。
自
分
と

し
て
は
ど
こ
か
寂
し
い
気
持
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が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
電

気
主
任
技
術
者
と
し
て
の
需
要

は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

資
格
の
難
易
度
が
下
が
っ
て
い

と
で
、
よ
り
多
く
の
人
材
を
確

保
・
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。

　
か
つ
て
は「
難
関
資
格
」と
し

て
の
印
象
が
強
か
っ
た
電
験
３

種
で
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は

る
現
状
は
、
電
気
主
任
技
術
者

の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
は

や
む
を
得
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
試
験
制
度
の
変
化
は
避
け

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
試
験
動
向
に
注
目

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
電
気
技
術
者
試
験
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
令
和
６
年
度
の

電
験
３
種
問
題
作
成
方
針
に
は

「
過
去
の
出
題
か
ら
試
験
問
題

を
構
成
す
る
」
と
の
記
載
が
あ

り
、
今
後
も
過
去
問
題
の
使
い

回
し
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
過
去
に
合
格
を
諦
め
た
方

や
、
こ
れ
か
ら
取
得
を
目
指
す

方
に
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て
、
今
が
チ
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ン
ス

か
も
し
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ま
せ
ん
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
シ
マ
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ケ

　
共
働
き
の
子
育
て
会
社
員
。
工
場

で
15
年
間
働
く
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
。

現
在
は
某
製
造
メ
ー
カ
ー
の
生
産
技

術
担
当
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、
第

３
種
電
気
主
任
技
術
者
、
第
２
種
電

気
工
事
士
、
機
械
保
全
技
能
士
電
機

系
２
級
、
工
事
担
任
者
（
現
Ｄ
Ｄ
第
１
種
）
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士
、
消
防
設
備
士
（
乙
６
、
７
）
、
危
険
物
取
扱
者
（
乙

４
）
な
ど
多
数
の
国
家
資
格
を
取
得
。
心
理
学
を
勉
強
中
で
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
心
理
士
、
行
動
心
理
士
も
取
得
。

　
「
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ツ
ボ
」
で
ブ
ロ
グ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
情
報
を
発
信
中
。

　https://shimatake-web.com/

　https://www.youtube.com/c/Japanese
ElectricalEngineer/
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出張版 ⑪

億円を投資し、新棟を建設する。新棟内にクリー
ンルームを設置し、最新鋭の検査装置などを導入
する。稼働開始は2025年秋を予定している。
　大分拠点には約70億円を投資し、既存の工場
に隣接する土地に新棟を建設。半導体製造プロセ
スの基幹材料であるポストCMPクリーナーの生
産設備や検査装置を導入し、生産能力を約4割拡
大する。2026年春の稼働を予定している。

■�ホーユー、愛知県瀬戸市内の桜が丘工場
に新棟を増設。ヘアカラー生産能力を
20%増強

　ホーユーは、愛知県瀬戸市内にある桜が丘工場
に新棟を増設した。今回の増設によってグループ
全体でのヘアカラーの生産能力20％増を見込ん
でいる。
　桜が丘工場は、2001年に設立した国内ヘアカ
ラー製造工場。第Ⅰ棟が生産棟、第Ⅱ棟が品質保
証部門と自動倉庫（第Ⅲ棟と連結）からなり、主
にビゲンクリームトーンや、ビゲン香りのヘアカ
ラー、ビューティラボホイップカラーなどを製造
している。GMP自主基準、医薬品レベルでの厳
しい品質管理を実施し、ISO9001、ISO14001を
取得している。
　新棟となる「第Ⅲ棟」は、大型乳化機を導入し
て生産能力を20％増強。自動倉庫による構内物
流の効率化による省人化や生産工程の自動化によ
る省人化を実施。耐震対応の建屋や太陽光発電
（2025年以降導入予定）による持続可能な設計
となっている。
　敷地面積は、4万2941平方㍍。建築面積は、
2769平方㍍。延床面積は、5743平方㍍。鉄骨造
の地上3階建て。

■�DOWAホールディングス、秋田県大館市
にリサイクル第3工場を竣工

　DOWAホールディングスは、DOWAエコシス
テムの子会社のエコリサイクルにおいて、秋田県
大館市に新たに第3工場を建設し、家電やOA機
器などのリサイクル処理能力を現状の2500㌧/月

■�住友金属鉱山、鹿児島県伊佐市のサイコ
ックス大口工場でパワー半導体材料の量
産ライン構築

　住友金属鉱山と100%子会社のサイコックス
は、サイコックス大口工場（鹿児島県伊佐市）に
貼 り 合 せ S i C （ シ リ コ ン カ ー バ イ ド ） 基 板
「SiCkrest」の8㌅（200㍉㍍）量産ラインを構
築する。
　SiCkrest は、独自の接合技術によりウエハを2
層化することで、性能と低コストを両立させた製
品。低抵抗の多結晶SiC支持基板の上に高品質な
単結晶層を薄く貼り合わせ、単結晶の特性を維持
しつつ、基板全体における低抵抗化と通電劣化抑
制効果を実現している。
　今回の8㌅基板の量産ライン構築により2025年
度下期には貼り合せSiC基板の月産能力は1万枚
（6㌅換算）を超え、ライセンス供与先への多結
晶SiC支持基板の供給も開始する予定。

■�富士フイルム、静岡拠点と大分拠点で先
端半導体材料の開発・生産・品質評価の
設備増強

　富士フイルムは、半導体材料事業の中核会社で
ある富士フイルムエレクトロニクスマテリアルズ
の静岡と大分の開発・生産拠点に200億円を投資
し、先端半導体材料の開発・生産・品質評価の設

備 を 増 強 す
る。
　静岡拠点で
は、極端紫外
線 （ E U V ）
向けフォトレ
ジストをはじ
めとする先端
レジストや、
Wave Cont 
rol Mosaic™
の開発・生産
・品質評価機
能を強化する
ために約130
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から2倍の約5000㌧/月に増強する。
　第3工場は最新のコンベアや選別機を備えた専
用ラインにより、冷蔵庫に含まれる断熱材（ウレ
タン）の選別精度を改善。リサイクル効率の向上
を図り、将来的にはウレタンを燃料としてリサイ
クルすることも検討している。第3工場に冷蔵庫
のリサイクルを集約することで、既存工場のリサ
イクル効率向上にもつなげ、小型家電のリサイク
ルや各種リサイクル原料前処理の需要拡大に応え
ていく。
　建屋面積は、880平方㍍。2024年10月稼働開始
予定。投資金額は、約10億円。

■�ソントン食品工業、茨城県笠間市に業務
用カスタードクリーム等製造の新工場

　ソントン食品工業は、茨城県笠間市の茨城中央
工業団地（笠間地区）に新工場を建設する。
　同社は、落花生の主要産地の茨城県石岡市で
1954年からピーナッツバターの製造を開始して
以来、主力商品である業務用カスタードクリー
ム、一般消費者向け紙カップジャム、クリームの
製造を行ってきた。
　新工場は、業務用カスタードクリームなどを中
心に、需要が拡大している業務用製品の生産能力
増強に向けた生産ラインの増設のほか、東日本地
域における物流体制の再構築を見据え、新たな物
流拠点としての活用などを検討している。将来的
には、新たな市場開拓に向けて研究開発をさらに
推進し、石岡工場と一体連携を進める。
　敷地面積は10万平方㍍。投資金額は15億4000
万円（土地のみ）。稼働開始は2028年4月を予定
している。

■�KOKUSAI�ELECTRIC、富山県砺波市
に半導体製造装置の新工場

　KOKUSAI ELECTRICは、富山県砺波市の半
導体製造装置の新工場「砺波事業所」が完成し
た。
　砺波事業所は、富山市八尾地区の富山事業所に
続く国内で二つ目の生産拠点で、同社の主力であ
る成膜プロセス装置やトリートメント（膜質改
善）プロセス装置の主力工場として稼働する。
I o T な ど の 先 端 技 術 と デ ー タ 活 用 に よ る S X
（Smart Transformation）を最大限活用し、生
産プロセスやマテハン、設備管理などを高度化
し、生産能力および生産効率の倍増を図る。
　敷地面積は約4万平方㍍。延床面積は約3万
8000平方㍍。地上3階の鉄骨造。投資金額は約
240億円。2024年10月操業開始。

■�カツデン、島根県益田市に研究開発施設
と工場を増築

　カツデンは、島根県益田市に住宅用階段や住宅
用設備の生産拠点、研究開発施設、居住環境兼 
製品実験場を兼ねた拠点「西日本ファクトリーラ
ボ」を建設する。
　工場に隣接する研究開発施設、R&Dセンター
は、商品開発および設計の拠点として活用。強度
試験や性能試験に対応する実験室や、顧客の要望
を迅速に形にできる3Dプリンターを完備。この
環境により、設計から試作、量産までを一貫して
行う体制を整えており、短期間での試作と改良を
通じて、高い品質を提供する。

　日本ケミコンは、グループ会
社のケミコン東日本宮城工場
（宮城県大崎市）の敷地内に、
導電性高分子ハイブリッドアル
ミ電解コンデンサの専用工場と
なる新製造棟を竣工した。
　新製造棟で生産するハイブリ
ッドコンデンサは、低いESR
特性を持ち、安定した温度特性
や高い耐熱性、長寿命を実現し
たアルミ電解コンデンサ。電子
化、電動化が進む自動車への採
用が急拡大しているほか、通信

基地局やAIサー
バーへの採用が見
込まれ、増産体制
が急がれていた。
今回の新製造棟の
稼働により、全社
のハイブリッドコ
ンデンサの生産能
力は、2028年度
には5年前の2倍となる月産1億
個に拡大する計画。
　新製造棟は2階建てで、延べ
床面積は1万1930平方㍍、総工

費 は 約 5 0 億 円 （ 建 屋 部 分 の
み）。自動化技術やIoT技術を
結集したスマートファクトリー
となっている。

■�日本ケミコン、宮城県大崎市にハイブリッド
コンデンサ専用の新製造棟が竣工

国内
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